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毎週火曜日・木曜日 

10:00～14:30 
 
育児のお悩み相談が 
出来ます。 
お子様にオススメの本も 
紹介します。 
 
※専門スタッフが対応します。 

※コロナの状況によって中止になる 

場合もあります。 

 

場所：明野図書館  視聴覚室  

日時：１０月１６日（日）  

１０：３０～１１：３０  

内容：「おしりたんてい Vol.１２」  

（上映時間：約６０分）  

対象：お椅子に座って見られる子  

   先着１０名  

申込：１０月８日（土）  

～１０月１４日（金） 

電話または窓口にて受付  

スタッフおすすめコーナー 

10 月のテーマは 

  「おばけだ YO！」 

 

10 月はハロウィンですね。 

そこで「おばけ」が主役の特集コーナー 

をご用意しました。こわ～いおばけから 

楽しいおばけまで…。 

ぜひのぞいてみてくださいね！ 

わくわく♪ 

手作りしおりチャレンジ！ 

場所：明野図書館 視聴覚室  

日時：10 月 22 日（土） 

    午前 11 時 00 分～正午  

内容：自分だけのしおりを作ってみよう♪ 

定員：10 名 

申込：10 月 8 日(土)～10 月 21 日(金) 

                 （電話でも受付可）  
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民権自由の歴史への想い 

 ～小久保城南翁胸像の移築を祝う～ 

白石 誠  

4 月 10 日、日曜の午後真夏を思わせるなか、古河市中田の鶴峯八幡宮社殿で「小久保城南

翁胸像の修復移築を祝う」祭典が、古河市・筑西市の行政関係者を含め 33 名の参列のもと厳粛

に執り行われました。高橋博文宮司により、祭文の奏上、浦安の舞が奉納され、小久保の偉業が讃

えられました。 

私たち自由民権加波山事件研究会は、令和元年 6 月「古河市の自由民権運動に学ぶ」研修会

を行い、加波山事件と小久保喜七の関わりを知ることが出来ました。その縁で本日のお祝の基調

講演を当研究会の桐原光明会長が行いました。 

〈小久保翁の胸像移築に心から敬意を表します。小久保翁は郷土の先覚者として、年少より自

由民権運動に身を投じて、憲政人として、帝国議会衆議院議員として 6 期 20 年政党政治の確

立に尽力され、最後は貴族院議員に勅選されます。 

小久保は明治 41 年に帝国議会衆議院議員になります。その初演説が明治 43 年第 26 議会

に「加波山事件殉職志士表彰に関する建議案」を提出、満場一致の賛同を得て、加波山事件の関

係者の名誉回復が図られたことです。その意味で小久保は命の恩人です…〉 

そして桐原会長が言う、「小久保は加波山事件関係者にとっては、命の恩人である」私・白石は

その意味を深く読み解き、建議案の内容を官報号外（明治 43 年 2 月 25 日）より一字一句調べ

興し、「移築の祝い」の栞を作成し、参加者に配布したところです。 

小久保は年少より自由民権運動に目覚め、活躍しましたが、小学校しか出ていないので、憲政

の発展史の体験者として、純政党人の活躍が出来たのでしょうか。それは、顕正寺の住職幡谷了

圓師に就いて、煥発をうけ、そこで、熊澤蕃山の事蹟と遺風と思想に影響を受けたからである事が

城南の演説『蕃山先生の政見』（蕃山先生贈位奉告祭）（『小久保城南』本多定喜著）で発見でき

ました。 

〈蕃山先生の政治上の意見は、正義公道を 

土台として国利民福を進めると言うのが、是が 

蕃山先生の政治上の意見に因って発する源で 

ございます〉と 15 項目に渡り、小久保は自らの 

政治的基礎となった考えを演説しました。加波  

山事件から 138 年、城南の演説から 111 年、 

『民権自由』を改めて問い直したいものです。   

 

                        

                       しらいし まこと／自由民権加波山事件研究会  事務局長  

 

【鶴峯八幡宮八幡通りに移築の城南翁胸像 】  


